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    積極的に認知する 

 大きな揺れにおののき、改めて自然災害の恐ろしさを感じた年明けでした。一日も

早い被災地の復旧と、被災された皆さんの穏やかな日々を願うばかりです。 

 さて、秋頃に新聞で報道された「令和４年度 児童生徒の問題行動、不登校等生徒

指導上の諸課題に関する調査（文部科学省発表）」の結果はまだ記憶に新しいところ

です。中身は、暴力行為、いじめ、不登校の現状についてです。その中に見る新潟県

の件数は以下のとおりでした。 

いじめ認知件数 小：16,203 件 中：2,372 件 1,000 人あたり 91.7 件（全国平均値 53.3 件） 

重大事態案件数 小、中で５件 (重大事態：いじめにより心身や財産に重大な被害があった 

いじめにより相当の期間欠席せざるを得なくなった) 

不登校児童生徒（90日以上欠席） 小学校 614 人 中学校 1,722 人     

暴力行為発生件数（生徒間、対教師、対人、器物損壊） 小：2,960 件 中 755 件  

大人も強いストレスを感じることがある昨今です。子

どもたちも同様に強いストレスにさらされていることは

間違いありません。まさに、そのことを感じざるを得な

い数字です。特に、いじめ認知件数の多さにいたっては、

全国平均値を大きく上回る数字です。 

ですが、実はこのいじめの数字は、疑いを含め「より

積極的に認知する」という姿勢によるものだということ

を併せてご理解いただければと思います。全国的に、いじめによる悲しい事案は多く、

新潟県も例外ではありません。『いじめ防止基本方針』に基づいて疑いあれば速やかに

動くことを、国、県教委、村上市教委から絶えず指導いただく中で、当校においても、

複数のいじめ事案を認知してきました。気掛かりは、見落としはきっとあるというこ

とです。どうぞ、「疑い」を含め、いじめに関わる気掛かりなことがあれば、なんでも

ご指摘ください。繰り返しのお願いとなりますが、よろしくお願いいたします。 

 

 

HP:http:// ogawa-e.murakami.ed.jp 

h 

小川小日記 

校長 佐久間 義久 

 

仲間と大縄跳び 絆が深まる瞬間です 

 始業式で「天災は忘れたころにやってくる」こと、「対岸の火

事」としないことをお互いの戒め（気を付けること）にと呼び

掛けました。そして、一生懸命生きることで、被災された方へ

支援できるかもしれない、一人一人が一生懸命生きることで、

小川小が今よりさらに素敵な学校になり、よい効果がどんどん

広がっていくかもしれない・・・そんなお話をしました。仲良

く・楽しく・元気よく過ごせるよう３学期も支援していきます。 



 

  

３年生が、社会科の学習で村上警察署に見学に行きました。子どもたちは、普段見ること

ができない警察署の設備を見学したり、仕事についてのお話を聞いたりすることができまし

た。天候が悪かったのですが、晴れ間をぬって、外でパトカーを見せてもらい、実際に乗せ

てもらうこともできました。また、警察官の帽子や服などの装備品を身に着けさせていただ

くなど、貴重な体験をしてきました。子どもたちは、この見学を終えて、交通安全に気を付

けることや犯罪を起こさないようにすることなど、たくさん勉強させていただいて、とても

喜んでいました。学んだことを生かして、社会のルールを守る人になってほしいです。 

 

 

４年生は、総合的な学習

の時間に、村上名物の「鮭」

について学習しています。

その一環として、今まで三

面川第３孵化場の見学に

行ったり、塩引き鮭づくり

を体験したりしました。 

新学期が始まり、受精させた卵が育つ様子を観察しようと、イヨボヤ会館から鮭の卵をい

ただきました。卵の成長に興味をもった子どもたちは、タブレットを手に観察記録を付け始

めました。毎日の細かな変化を観察し、卵からだんだん形が変化していく様子に、面白さと

驚きを感じながら、生命の大切さについて学んでほしいです。稚魚が大きくなった３月下旬

頃には、三面川に放流する予定です。 

 

 

図工の時間に丁寧に描き上げた作品の中から２つの作品展に出品しました。 

その結果、以下の皆さんが入賞しましたので、お知らせします。 

これからも素敵な作品を期待しています。 

 

新潟県ジュニア美術展覧会 

奨励賞 ３年 島田  新（あらた） 

     ３年 丹田 颯希（さつき） 

６年 佐藤 みなみ（みなみ）  

 

新潟教育アート展 

優秀賞 ６年 小田 隆太（りゅうた） 

奨励賞 ３年 板垣 祐希（ゆうき） 

５年 菅  慶龍（けいじ） 

  

パトカー 玄関前 盾と刺股 


